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屋我地ひるぎ学園                  令和４年６月１７日 

学校便り 第９号                  校長：小渡 克彦 
 

 

職業人講話（８年生） ６月７日（火） 

 

薬物乱用防止教室（５～９年生） ６月１４日（火） 

読語りボランティア始動 ６月１４日（火）～ 

子ども達は楽しみに待ってます！ 

保護者や地域の皆さんによる読語りがスタートしました。

長年にわたって学校での読み聞かせ（語り）で活動してきた

スイミーの会の古堅美佐子さん、座間味法子さん、初参加の

保護者の皆さん等、ご協力ありがとうございます！ 
 

 

税関の仕事 薬物の恐ろしさを学ぶ！ 

 沖縄地区税関から高嶋圭一さん他、４名の職員と麻薬犬、その担当のハンドラーの皆さん

が来校し、講話と実演をしていただきました。空港等の税関で国内へ持ち込めない物品や薬

物を摘発した事例等と麻薬の種類や中毒症状、体に及ぼす影響等をわかりやすく説明されて

いました。実演では、児童生徒代表も参加し、麻薬の微少なにおいを嗅ぎ当てる麻薬犬に興

味津々でした。薬物依存で実年齢よりずっと老けて見える女性についての質問もあり、薬物

の恐ろしさや体の大切さについて学び、考える機会になったと思います。 

人との出会い・関わりと職業！   

 職場体験の事前学習として、琉球新報アンバ

サダー（広報大使）の大久保 謙氏をお招きし、

講話をしていただきました。「出会いに照れな

い」をテーマに様々な場所でたくさんの方々と

の出会いや生い立ち、これまで就いた職業等に

ついて経験したことや感じたことをお話しさ

れていました。大学時に戦争に関する本を出版

したことや吉本興業でのお笑い芸人のマネー

ジャー、国会議員の秘書をしたこと等、あまり

経験できない内容に生徒の皆さんは聞き入り、

質問もして、色々考え学んでいる様子でした。 


